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東
横
山
地
区
に
あ
る
「
星
の
ふ
る
里

ふ

じ
は
し
道
の
駅
」
に
隣
接
し
て
「
い
び
川
温

泉

藤
橋
の
湯
」
が
こ
の
ほ
ど
竣
工
し
ま
し

た
。４

月
１９
日
�
に
は
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

は
じ
め
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
温
泉
施

設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
に
は
、
内
湯
や
歩
行
湯
を
は
じ

め
四
季
折
々
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
入
浴

で
き
る
露
天
風
呂
、
発
汗
作
用
で
体
調
ス
ッ

キ
リ
の
サ
ウ
ナ
、
ま
た
玄
関
前
に
は
足
湯
も

あ
り
ゆ
っ
く
り
と
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜〜
更更
なな
るる
観観
光光
交交
流流
をを
目目
指指
しし
てて
〜〜

いい
びび
川川
温温
泉泉

藤藤
橋橋
のの
湯湯

オオ
ーー
ププ
ンン

４
月
２８
日
�
の
オ
ー
プ
ン
で
は
、
午
前
１０

時
の
開
館
に
合
わ
せ
、
く
す
玉
開
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
施
設
周
辺
で
は
、
物
産
展
も
行

わ
れ
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

４
月
２５
日
�
、
揖
斐
川
町
開
田
の
徳
山
会

館
で
開
館
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

徳
山
会
館
は
、
徳
山
ダ
ム
建
設
事
業
に
よ

り
移
転
さ
れ
た
旧
徳
山
村
の
皆
さ
ん
の
懐
旧

の
場
と
し
て
、
ま
た
、
揖
斐
川
の
上
下
流
域

住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

会
館
で
は
、
食
事
や
宿
泊
な
ど
が
楽
し
め

る
ほ
か
、
ダ
ム
湖
が
一
望
で
き
る
な
ど
、
自

然
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
す
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 徳徳

山山
会会
館館
開開
館館
式式

５
月
１
日
�
、
揖
斐
川
町
役
場
で
小
型
動

力
ポ
ン
プ
の
配
置
式
が
行
わ
れ
、
北
方
分
団

に
１
台
、
清
水
分
団
に
１
台
、
六
合
分
団
に

２
台
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

宗
宮
町
長
よ
り
橋
本
団
長
に
「
最
新
鋭
の

小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
十
分
に
活
用
さ
れ
、
郷

土
の
守
り
に
万
全
を
期
す
よ
う
に
」
と
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

新新
たた
にに
小小
型型
動動
力力
ポポ
ンン
ププ

４４
台台
をを
配配
置置

▲くす玉開きの模様（いび川温泉前にて）

▲テープカットの模様

▲目録を受け取る橋本団長（揖斐川町役場にて）

▲テープカットの模様（いび川温泉前にて）

露天風呂（上）と内湯（下）
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４
月
１５
日
�
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
、
行
政
推
進
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
町
政
功
労
者
表

彰
で
７
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
と
題
し
て
、
名
城
大

学
人
間
学
部
准
教
授
の
水
尾
衣
里
先
生
に
よ

る
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

行行
政政
推推
進進
員員
研研
修修
会会
でで

町町
政政
功功
労労
者者
をを
表表
彰彰

長
年
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

中
川
千
吉
さ
ん
は
、
４
月
１３
日
�
に
町
長
室

で
岐
阜
行
政
評
価
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

中
川
さ
ん
は
、
昭
和
６０
年
４
月
か
ら
平
成

１９
年
３
月
ま
で
の
２２
年
間
、
住
民
と
役
所
を

結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
身
近

な
相
談
相
手
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行行
政政
相相
談談
委委
員員
をを
退退
任任

中中
川川
千千
吉吉
ささ
んん
にに
感感
謝謝
状状

子
ど
も
読
書
の
日
の
４
月
２３
日
�
、
東
京

都
内
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
と
し
て
揖
斐
川

図
書
館
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
揖
斐
川
図
書
館
で
は
、
幼
児
読
書
、
親

子
読
書
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
永
年
の
地

道
な
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
度
そ
の

活
動
が
評
価
さ
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
地

域
の
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力

に
よ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
こ
の
表
彰
を
期

に
今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
、
よ
り
良
い
図
書
館
を
目
指
し
ま
す
。

揖揖
斐斐
川川
図図
書書
館館
がが

文文
部部
科科
学学
大大
臣臣
表表
彰彰
をを
受受
賞賞

区

分

地
区

氏

名

功

績

内

容

地
方
自
治
功
労

春
日

廣
�

太
樹
さ
ん

永
年
に
わ
た
り
、
尾
西
区
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

藤
橋

橋
本

勝
範
さ
ん

永
年
に
わ
た
り
、
横
山
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
組
合
の
役
員
と

し
て
、
安
定
的
な
テ
レ
ビ
放
映
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

学

芸

功

労

春
日

四
井

新
平
さ
ん

永
年
に
わ
た
り
、
春
日
地
域
の
伝
統
文
化
、
昔
話
の
継
承
に
努

め
ら
れ
、
地
域
の
文
化
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

学

芸

功

労

坂
内

中
井
伊
佐
�
さ
ん

永
年
に
わ
た
り
、
広
瀬
地
区
に
伝
わ
る
神
楽
の
伝
承
に
努
め
ら

れ
、
地
域
の
文
化
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

体

育

功

労

谷
汲

竹
中

忠
義
さ
ん

永
年
に
わ
た
り
、
体
育
指
導
委
員
と
し
て
、
地
域
の
体
育
振
興

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
改
良
功
労

揖
斐

河
瀬

稔
さ
ん

永
年
に
わ
た
り
、
揖
斐
川
中
部
漁
協
役
員
、
北
方
第
２
工
区
土

地
改
良
役
員
と
し
て
、
地
域
の
産
業
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
団
体
功
労

谷
汲

寺
田

實
美
さ
ん

永
年
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
、
地
域
の
交
通

安
全
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

▲表彰を受けられた

みなさん（写真上）

▼

水尾先生の記念講

演の模様（中央公民館

大ホールで）（写真左）

▲受賞の報告に訪れた鷲見図書館長（町長室にて）

▲感謝状を受け取る中川さん
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４
月
２５
日
�
、
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ

ケ
ー
大
会
で
４
年
ぶ
り
４
度
目
の
優
勝
を
果

た
し
た
、
岐
阜
総
合
学
園
高
校
ホ
ッ
ケ
ー
部

で
町
内
在
住
の
渡
辺
誠
部
長
と
選
手
の
増
田

遼
旨
さ
ん
が
、
宗
宮
町
長
へ
優
勝
報
告
に
訪

れ
ま
し
た
。

増
田
さ
ん
は
「
決
勝
戦
ま
で
の
４
試
合
と

も
接
戦
で
集
中
力
を
切
ら
す
こ
と
な
く
戦
う

こ
と
が
で
き
た
。
監
督
を
胴
上
げ
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
」
と

述
べ
ま
し
た
。

宗
宮
町
長
は
、
「
よ
く
頑
張
っ
た
。」と
花

束
を
渡
し
ま
し
た
。

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全全
国国
高高
等等
学学
校校
選選
抜抜

ホホ
ッッ
ケケ
ーー
大大
会会
でで
優優
勝勝

揖
斐
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
小
椋
夕
貴
さ

ん
と
高
橋
希
さ
ん
が
第
１９
回
管
打
楽
器
個
人

・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
本
大
会
（
東
海
大
会
）

へ
の
出
場
を
決
め
、
４
月
１１
日
�
、
宗
宮
町

長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

小
椋
さ
ん
は
個
人
の
部
フ
ル
ー
ト
、
高
橋

さ
ん
は
個
人
の
部
ホ
ル
ン
で
、
３
月
２５
日
�

に
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
２３

回
管
打
楽
器
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
で
優

秀
賞
を
受
け
東
海
大
海
へ
の
出
場
を
決
め
ま

し
た
。

宗
宮
町
長
は
、
「
日
頃
の
練
習
成
果
を
発

揮
し
て
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

管管
打打
楽楽
器器
のの
個個
人人
部部
門門
でで

東東
海海
大大
会会
にに
出出
場場

こ
の
度
、
４
名
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

間
下
夏
枝
さ
ん
（
三
輪
）

４
月
１０
日
�

９５
歳

中
村
達
雄
さ
ん
（
春
日
六
合
）

４
月
１５
日
�

９５
歳

林

�
�
さ
ん
（
下
岡
島
）

４
月
１６
日
�

９５
歳

高
橋
た
か
を
さ
ん
（
和
田
）

４
月
２５
日
�

９５
歳

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
。 ご

長
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

４
月
か
ら
６
月
に
か
け
、
町
内
の
小
学
校
、

幼
児
園
、
保
育
園
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室

が
行
わ
れ
、
模
擬
信
号
機
に
よ
る
道
路
の
横

断
方
法
や
集
団
登
下
校
で
の
交
通
ル
ー
ル
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
説
明
を
聞
い

た
り
、
実
際
に
体
験
す
る
な
ど
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
安
全

に
登
下
校
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

子子
どど
もも
のの
安安
全全
をを
願願
っっ
てて

〜〜
交交
通通
安安
全全
教教
室室
開開
催催
〜〜

▲東海大会出場おめでとうございます。

▲真剣に取り組む生徒たち（清水小学校にて）

▲間下さん

▲中村さん

▲優勝の報告の模様（町長室にて）

▲林さん

▲高橋さん

6IBIGAWA 2007 June



������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

５
月
３
日
�
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で

揖
斐
川
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
色
あ
る
太
鼓
踊
り
な
ど
６
団
体
が
集
結
し

盛
大
に
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
は
、
子
供
歌
舞
伎
の
特
別
披
露
が

行
な
わ
れ
、
多
く
の
方
々
が
揖
斐
川
の
文
化

に
ふ
れ
あ
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
は
物
産
販
売
や
バ
ザ
ー

も
行
な
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。 伝伝

統統
芸芸
能能
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
開開
催催

〜〜
文文
化化
のの
町町
づづ
くく
りり
特特
別別
事事
業業
〜〜

５
月
４
日
�
・
５
日
�
、
揖
斐
川
町
三
輪

神
社
で
、
岐
阜
県
重
要
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
豪
華
絢
爛
な
５
輌
の
芸

が
曳

き
揃
え
ら
れ
、
そ
の
芸

の
上
で
の
華
や
か

な
衣
装
で
飾
っ
た
稚
児
役
者
が
見
え
を
切
る

姿
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
祭
り
は
３
０
０
余
年
の
歴
史
が
あ
り

今
年
は
中
町
組
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
『
鏡

山
旧
錦
絵

か
が
み
や
ま
こ
き
ょ
う
の
に
し

き
え
』
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
約
５
万
人
の

観
客
が
つ
め
か
け
大
盛
況
で
し
た
。

観観
客客
をを
魅魅
了了
しし
たた

揖揖
斐斐
祭祭
りり

子子
供供
歌歌
舞舞
伎伎

今
年
で
９
回
目
を
数
え
る
全
国
子
供
歌
舞

伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
５
月
１２
日
�
・
１３

日
�
と
石
川
県
小
松
市
の
こ
ま
つ
芸
術
劇
場

う
ら
ら
で
開
催
さ
れ
、
揖
斐
川
町
の
子
供
歌

舞
伎
が
出
演
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
日
本
を
代
表
す
る
子
供
歌
舞

伎
が
競
演
す
る
と
あ
っ
て
、
両
日
と
も
会
場

は
満
席
と
な
り
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
稽
古
の
成
果
が
見
事
に
発
揮

さ
れ
大
成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

華華
やや
かか
にに
競競
演演
全全
国国
子子
供供

歌歌
舞舞
伎伎
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル��
iinn
小小
松松

４
月
２８
日
�
、
長
者
平
ス
キ
ー
場
（
春
日

美
束
）
で
「
山
菜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
山
の
幸
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
山
菜
の
里

い
び
」
が
、
「
都
市
住
民
に
山
菜
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
県
内
外
か
ら
約
２
０
０
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

会
場
で
は
山
菜
狩
り
、
わ
さ
び
の
醤
油
づ

け
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
地
域
住

民
と
一
緒
に
山
の
幸
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

山
菜
の
里
い
び
で
は
、
今
後
、
山
菜
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
や
山
菜
資
源
の
増
や
し

方
な
ど
の
視
察
や
研
修
会
を
行
う
予
定
で
す
。

山山
菜菜
にに
はは
魅魅
力力
がが
いい
っっ
ぱぱ
いい

「「
山山
菜菜
まま
つつ
りり
」」
開開
催催

▲多くの観客を魅了した子供歌舞伎（三輪神社にて）

▲熱心に山菜を探す参加者たち

▲フェスティバルの模様（こまつ芸術劇場うららにて）

▲徳山ほっそれの模様（揖斐川町中央公民館にて）
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